
国土交通省
「みらいエコ事業」の詳細が発表、新築賃貸の事前相談を受付 

国土交通省
LIFULL HOME’Sと連携したセーフティネット住宅の情報発信を開始 

積水化学工業
北海道セキスイハイムの「ザ・デザイナーズハイム」分譲住宅で「買取り保証」を開始 

BXカネシン
従来施工のまま、耐力数値は2倍以上のたる木止め金物発売 

サンゲツ、吉野石膏、フジプレアム
壁面施工の工程を短縮する新建材「INNO PANEL®（イノパネル）」 

小林住宅と創建が「究極の睡パ住宅」開発へ
筑波大・柳沢教授と医療レベルの高精度デバイスで脳波を観測

今週の主なニュース

　注文住宅専門メーカ
ーの小林住宅（大阪府
大阪市、吉村忠士 代表
取締役社長）と、建築・
不動産総合企業の創建

（ 大阪府大阪市、吉村
卓也 代表取締役社長）
が、筑波大学国際統合
睡眠医科学研究機構の
柳沢正史教授と共同で住宅環境の違いが睡眠の質（睡眠パフォーマンス
＝睡パ）にどのような影響を与えるのかを検証する実証実験を開始した。
　日本人の睡眠時間は世界的にみても特異なほど低く、世界と睡眠時
間の比較ではOECDに所属する33か国の中で最下位となっている。特
に、子どもの睡眠不足は脳の発育にも大きな影響を与えることが分かっ
ており、東北大学の研究グループが行った先行研究※では、5～18歳の
290人の睡眠時間と脳の様子の関係を調べたところ、睡眠時間が長い
ほど記憶をつかさどる「海馬」のサイズが大きく、睡眠時間が短いと海馬
が小さい傾向にあることが判明している。

脳波とAIで睡眠の質を科学的に分析

　今回の実験の最大の特徴は、柳沢教授が取締役CSO会長を務める
睡眠ソリューション会社S‘UIMIN（東京都渋谷区）が開発した睡眠計測
デバイス「InSomnograf（インソムノグラフ）」の導入だ。
　インソムノグラフは、おでこと耳の後ろに電極を貼るだけで、場所を選
ばずに医療レベルの精度で睡眠を調べることができるもの。計測データ
は即時に転送され、30秒ごとにAIが睡眠の状態を4段階で判定する。こ
れにより、従来のアンケート調査や体の動きなどをもとに睡眠状態を推
定する活動量計のみの評価に比べ、脳波に基づくより科学的な睡眠評
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価が可能となる。
　実証では、同一の立地条件かつ、間取り・インテリアなどの見た目の条
件を全て同じにしたうえで、睡眠の質に影響を与える4つの環境因子「温
度」「音」「換気」「光」のうち、「温度」、「音」、「換気」に関わる住宅性能の
みを変えた2棟の住宅を実験棟として建築。「温度」については、A棟で
は外断熱工法を用いた断熱性能等級6の家、B棟では内断熱工法を用
いた断熱性能等級4の家を建築。「音」については、気密が関係すると考
え、A棟では気密性能の高い樹脂サッシ・トリプルガラスのサッシを採用、
B棟ではアルミ樹脂複合・ペアガラスのサッシを採用する。気密測定で
は、A棟がC値0.2、B棟ではC値2.1を記録した。「換気」については、A
棟が機械給気＋機械排気の第一種換気システム、B棟が自然給気＋機
械排気の第三種換気システムを採用。また、「光」は、太陽光の影響を踏
まえ、寝室・吹き抜けの窓に遮光カーテンを設置し、時間帯ごとに照度が
変化する照明で睡眠に適切な状態にした。被験者にはそれぞれの住宅
に2～3日間ずつ宿泊してもらい、クロスオーバー形式で計測。睡眠後の
アンケートによる主観的評価や、心拍変動の計測を通じたリラックス度
等の調査も行い、多角的に評価する。なお、本実証においては、住宅の
温熱環境を研究する慶應義塾大学の伊香賀俊治教授が全体的な部分
での助言を行う。
　柳沢教授は「先行研究は活動量計による間接的な評価が中心だった
が、今回は脳波で非常に高精細に睡眠を測る。今回のように必要な性能
以外を全く同じ条件にした実棟で睡眠という観点から実証を行った前例
はほとんどないと思うので、得られる結果を非常に期待している」と話す。
　実証は、住宅内の環境が外気の影響を受けやすい冬季および夏季の
２回にわたって実施し、検証結果は2026年10月に報告予定。結果を受
けて、「究極の睡パ住宅」の開発を目指す。
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実証実験に参画する関係者。左から小林住宅 岡村室長、創
建 吉村社長、筑波大学 柳沢教授、慶応義塾大学 伊香賀教授

※ Taki Y, Hashizume H, Thyreau B, et al. Sleep duration during weekdays affects hippocampal gray 
matter volume in healthy children. Neuroimage. 2012;60(1):471-475.
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